
麹菌の染色体工学技術
－新たな物質生産法を目指して－

バイオ

研究の内容
物質生産性の高い麹菌の新しいベクターとして、人工的に染色体を作り、それに複数の遺伝子を

乗せて麹菌に導入する（染色体工学）。導入する遺伝子の組み合わせにより、新たな化合物の麹

菌による生産が期待される。

参考 Kusumoto, K. et al. The telomeric repeat sequence of Aspergillus oryzae consists of dodeca-nucleotides. Applied Microbiology and 
Biotechnology. 61, 247-251 (2003) 

今後の展開
麹菌セントロメアの分離・物質生産遺伝子群の導入

技術の特徴

人工染色体の構築（麹菌の9本目の染色体）

テロメア セントロメア テロメア

物質生産遺伝子群
組み込み

麹菌テロメアを分離し、構造を解明した！（参考）

(TTAGGGTCAACA)を単位とする繰り返し配列

麹菌染色体

麹菌ゲノム解析
に貢献した

染色体工学：
当初酵母菌で確立。
哺乳類や植物でも開発されつつある。
大きなDNAが細胞に導入可能。 色素・抗酸化性成分・酵素群の生産

麹菌に導入

代表研究者：楠本 憲一
所 属：応用微生物部 糸状菌研究室

問合わせ先：研究交流科 関谷 修三
e-mail:atunisi@nfri.affrc.go.jp
TEL:029-838-8036，FAX:029-838-8005     

独立行政法人
食品総合研究所

情報広報課
スタンプ




